
焼酎  　 - 日本発のスピリッツ  -　　　　　　Japanese Spirits 

森　伊　蔵　- moriizou -　　（芋）　
「焼酎界の 3M」と呼ばれ、あの「魔王 -Maou-」や「村尾 -Murao-」と肩を並べるプレミア焼酎「森伊
蔵 -Moriisou」。「森伊蔵」の魅力はサツマイモ本来のふくよかな香り。原料由来の旨味や甘味をしっか
り引き出しつつも、上品でマイルドな味わいに仕上げています。バランスのよさにも定評があり、「芋
らしさ」やきめ細かな味わい、スッキリとした飲み口など、共存させることが難しい要素をみごとに
調和させているのも「森伊蔵」ならではの魅力。ストレートやロックでお楽しみください。

▼グラス (90ml)

　￥３，０００
（税込 3,300 円）
▼１合 (180ml)

　￥５，８００
（税込 6,380 円）

Premium

百年の孤独　- hyakunen no kodoku -　　（麦） 
一般的な焼酎が蒸留後そのまま瓶詰めして出荷されているのに対して、「百年の孤独」は蒸留した麦焼
酎をホワイトオーク樽のなかで長期間貯蔵しているのが最大の特徴です。ホワイトオーク樽とは、ウ
イスキーなどの洋酒を育てる際に使われる樽のこと。ウイスキーの製法と同じように樽のなかでじっ
くりと熟成させ、淡く美しい琥珀色と、麦の香ばしさにオークやシガーなどの熟成香が折り重なった
上品な香りを引き出しています。ストレートやロックがおすすめですが、強いお酒が得意でない方は
アルコール度数が高いので水割りでも。

▼グラス (90ml)

　￥１，３００
（税込 1,430 円）
▼１合 (180ml)

　￥２，５００
（税込２,750 円）

Premium

佐藤　黒　- sato (black) -　　（芋） 
「佐藤 黒」の正式な銘柄名は「佐藤 黒麹仕込」。3Mに並ぶプレミア焼酎として人気の銘柄。特徴は黒
麹仕込みによる芋のどっしりとした力強いボディのある味わいです。ハッキリとした芋の甘みを感じ
ることができ、重厚な味をたのしめ、クセになる味わいです。ロックで楽しむのも良いですが、ツウ
な飲み方は「お湯割り」です。「佐藤 黒」独特の、重厚でやわらかな甘みが、ゆっくりと口のなかに
広がり贅沢な余韻に浸ることができます。

▼グラス (90ml)

　￥１，０００
（税込 1,100 円）
▼１合 (180ml)

　￥１，８００
（税込 1,980 円）

Premium

佐藤　白　- sato (white) -　　（芋） 
「佐藤　白」の正式名称は「白麹仕込み　佐藤」。白麹のやわらかい酒質に、コガネセンガンの甘さを表現。
同シリーズの黒麹仕込み「佐藤　黒」と比べると、味わいはライト。ロックでも充分コクを感じるこ
とができますが、さらに香りを楽しみたい時はお湯割りがおすすめ。芋の香りがさらに増し、素直に
広がる芋本来の香りは、上品で落ち着いたひとときを楽しめます。

▼グラス (90ml)

　　　￥９００
（税込 990 円）

▼１合 (180ml)

　￥１，７００
（税込 1,870 円）

赤　霧　島　- akakirishima -　　（芋） 
銘柄の由来は原料のさつま芋の品種「ムラサキマサリ」に由来しています。中身まで紫色をしている
という品種のサツマイモです。口当たりがまろやかでフルーティな味わいなのでとても飲みやすい焼
酎と評されます。また、どんな料理とも相性がよく、食事のお供にも最適。様々な飲み方で楽しめる
焼酎ですが、「芋ハイ」こと芋ハイボール、炭酸割りです。

▼グラス (90ml)

　　　￥８００
（税込 880 円）

▼１合 (180ml)

　￥１，５００
（税込 1,650 円）

二階堂　吉四六　- nikaidou kicchomu -　　（麦） 
「吉四六」は「二階堂」をベースに、長期にわたって貯蔵することで熟成香を引き出した最高級の一品。
その舌ざわりは、とろけるようにソフトで、味わいはすっきりまろやか。麦焼酎好きはもちろんですが、
焼酎を飲み慣れていない人でも、するすると飲めてしまうほど飲みやすい 1本です。二階堂のすっき
りとした口当たりのよさに、長期熟成によるまろやかさとコクが加わった吉四六の味わいは、一度飲
めば、病みつきになる人も。ぜひ、一度、味わってみてください。

▼グラス (90ml)

　　　￥９００
（税込 990 円）

▼１合 (180ml)

　￥１，６００
（税込 1,760 円）


